
 １ 実践事項（②） 「授業改善【学力向上推進 × 校内研修 × 生徒指導】」 

 

 ２ 実践内容 

（１）質的授業改善 

① 「特別の教科 道徳」の授業改善を核にした校内研修の充実 

  ② 生徒指導の４つのポイントを生かした授業の日常化 

  ③ 校区内の小学校との連携（小学校への授業参観等） 

                              

 

（２）全校体制で揃える実践 

  ① PPⅡ「３つの視点」と本校学推の取組との関連性の共通確認と目指す授業像の共有 

  ② 積極的な生徒指導の推進を軸とした支持的風土のある学級・学年・学校づくり 

  ③ 『西崎レベルアップメソッド』（各種調査結果から分析した本校の課題に対応する授 

業）の全教科展開 

 

（３）授業と連動した放課後の学習支援 

① 学習委員会による『ブラッシュ・アップ・タイム』（放課後の学習支援）の充実。 

   ・ 生徒によるガイダンスの実施。全職員での学習支援体制の構築。 

 

（４）キャリア教育の充実 

① 総合的な学習の時間の充実（PBL課題解決型学習、ライフプランニング体験授業） 

  ② 全学年への高校進路説明会の実施 

 

 ３ 説明資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題                

○ 全国学力・学習状況調査の分析から、本校の学習課題を「西崎レベルアップメソッド」と 

名付け、授業の視点を明確にして生徒主体の授業づくりへと転換を図っている。 

○ 道徳の公開授業を核とした授業改善や生徒理解等、校内研修の充実が図れた。「道徳の授 

業チェックリスト」を作成するなど、教師の授業改善の指針となった。 

▲ 魅力ある学校づくりに向けて、生徒視点では「授業が分かる」ことに、教師視点では「生 

徒の成長を見て感じ取れる」部分に課題がみられる。 

 団体名 

  糸満市立西崎中学校 

 連絡先  ＴＥＬ：098－994-3050 

Ｅメール：nishicyu@nishizakic.city.itoman.okinawa.jp 

↑校長先生による「道徳講話」 

↑本校の学習課題 ↑生徒会学習委員会の取組 ↑道徳の授業チェックシート 
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